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秋
季
展
示
「
岳　

ふ
る
さ
と
の
山
」

収
蔵
品
に
よ
る
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。
髙
橋
節
郎
が
描
い
た
漆
屏
風
や
漆

パ
ネ
ル
の
作
品
の
多
く
に
は
、
北
ア
ル

プ
ス
を
思
わ
せ
る
険
し
い
山
並
み
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
展
示
で
は
、

髙
橋
節
郎
の
描
く
山
々
に
着
目
し
紹
介

し
ま
す
。

●
会
期　

9
月
3
日
（
火
）
～
平
成
26

年
１
月
13
日
（
月
）（
予
定
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
そ
の
翌
日
）、
年
末
年
始

●
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
（
３
５
０

円
）高
校
生
・
大
学

生
３
０
０
円
（
２

５
０
円
）

※
（　

）
内
は
20

　

人
以
上
の
団
体

　

料
金

髙
橋
節
郎
誕
生
記
念
音
楽
会

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
二
重
奏
の
夕
べ
」

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
友
の

会
で
は
、髙
橋
節
郎
の
誕
生
を
記
念
し
、

音
楽
会
を
開
催
し
ま
す
。
開
演
前
に
抹

茶
の
お
も
て
な
し
が
あ
り
ま
す
。
初
秋

の
一
夜
を
美
術
館
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
出
演
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）

　

桐
山 

建
志
さ
ん　

大
西 

律
子
さ
ん

●
演
奏
曲
目　

カ
ノ
ン
ソ
ナ
タ
（
テ
レ

マ
ン
）、2
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た

め
の
ソ
ナ
タ
（
ル
ク
レ
ー
ル
）
ほ
か

●
日
時　

9
月
14
日
（
土
）

　

開
場　

午
後
5
時
30
分

　

開
演　

午
後
6
時
30
分
～
8
時

●
場
所　

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

主
屋

●
入
場
料　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

「
安
曇
野
の
花
」
を
テ
ー
マ
に
、
ク

ラ
ブ
会
員
が
、
地
域
の
行
事
や
四
季

折
々
の
風
物
を
撮
影
し
た
中
か
ら
厳
選

し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
１
日（
日
）～
29
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で

●
場
所　

１
階　

企
画
展
示
室

●
入
館
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

麻
雀
は
、
頭
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
麻

雀
に
興
味
が
あ
る
」、「
こ
れ
か
ら
始
め

た
い
」と
い
う
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

●
日
時　

8
月
28
日
（
水
）

午
後
１
時
～
4
時

●
場
所　

学
習
室

●
参
加
料　

２
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

●
講
師　

せ
せ
ら
ぎ
を
愛
す
る
会
会
員

●
申
し
込
み　

8
月
27
日
（
火
）
ま
で

に
、
自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
「
せ

せ
ら
ぎ
」
へ
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
ま

た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
け
付
け
は
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で
で
す
。

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

安
曇
野
に
は
、
た
く
さ
ん
の
道
祖
神

が
あ
り
ま
す
。
安
曇
野
に
暮
ら
す
私
た

ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
神
様
で
あ
る

道
祖
神
に
は
、
昔
も
今
も
さ
ま
ざ
ま
な

願
い
が
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
行
委
員

会
で
は
「
身
近
な
道
祖
神
の
魅
力
再
発

見
」、「
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
道
祖
神
祭

り
」、「
新
た
な
道
祖
神
の
可
能
性
を
探

る
」
を
柱
に
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

《
豊
科
郷
土
博
物
館
》

●
会
期　

9
月
7
日
（
土
）
～

10
月
20
日
（
日
）

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
展
示
内
容　

三
九
郎
や
御
柱
な
ど
道

祖
神
祭
り
の
再
現
展
示
、
安
曇
野
の

人
々
が
道
祖
神
に
託
し
た
願
い
、
市

内
小
学
生
が
願
い
を
込
め
作
成
し
た

道
祖
神
ぬ
り
え
作
品
の
展
示
、
道
祖

神
お
み
く
じ
な
ど

●
入
館
料　

１
０
０
円（
高
校
生
以
上
）

中
学
生
以
下
・
70
歳
以
上
は
無
料

※ 

9
月
7
日
（
土
）
午
前
10
時
～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
道
祖
神

祭
り
お
囃
子
」
演
奏
、「
御
柱
立
て

の
木
遣
（
き
や
り
）
唄
」

《
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
・
き
ぼ
う
》

●
会
期　

9
月
14
日
（
土
）
～

10
月
6
日
（
日
）

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
6
時

●
展
示
内
容　

市
内
の
道
祖
神
や
道
祖

神
祭
り
の
写
真
展
示
、
成
相
御
柱
を

再
現
展
示
、「
お
ら
ほ
の
好
き
な
道

祖
神
」
応
募
作
品
の
展
示
、
市
内
の

道
祖
神
祭
り
映
像
放
映
な
ど

●
入
館
料　

無
料

●
休
館
日
（
両
館
共
通
）　

月
曜
日
（
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

募
集
し
ま
す
！

「
お
ら
ほ
の
好
き
な
道
祖
神
」

あ
な
た
の
好
き
な
道
祖
神
、
道
祖
神

祭
り
の
画
像
と
自
分
の
願
い
を
添
え
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
作
品
は
、
豊

科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
・
き
ぼ
う
で
展

示
し
ま
す
。

●
応
募
期
間　

8
月
31
日
（
土
）
ま
で

※
詳
細
は
、
展
覧
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
uhttp://dousojin.info/

）
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
道
祖
神
に
会
い
に
行
こ
う
」

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
見
学
会
の

参
加
者
募
集

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
（
長
岡
市
）

秋
季
企
画
展
を
見
学
し
ま
す
。
村
の
守

り
神
・
道
祖
神
な
ど
約
１
５
０
点
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
で
は
ど
ん

な
道
祖
神
に
ど
ん
な
願
い
を
込
め
て
い

る
の
か
、
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

9
月
29
日
（
日
）

午
前
7
時
～
午
後
6
時　

●
定
員　

45
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

●
募
集
期
間　

8
月
27
日
（
火
）
～

9
月
16
日
（
月
）　

●
参
加
費　

６
０
０
０
円
程
度
（
バ
ス

代
、
昼
食
、
保
険
料
な
ど
）

●
申
し
込
み　

午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
の
間
に
豊
科
郷
土
博
物
館
（
安
曇

野
の
お
祭
り
展
実
行
委
員
会
事
務

局
）
へ
電
話
（
72
・
５
６
７
２
）
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

秋
季
展
示
と
音
楽
会
を
開
催

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

「
よ
ろ
ず
願
い
ご
と

引
き
受
け
ま
す
︱
道
祖
神
」
展

豊
科
郷
土
博
物
館
内

安
曇
野
の
お
祭
展
実
行
委
員
会

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２ 

初
心
者
麻
雀
教
室
の
参
加
者
募
集

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」

 

62
・
６
６
６
７

９
月
の
企
画
展

第
5
回
楡
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

《穂高交流学習センター・みらい》　道祖神シンポジウム「道祖神が拓
ひら

く安曇野の未来」
～「よろず願いごと引き受けます－道祖神」展～

安曇野に暮らす私たちにとって道祖神とは何なのでしょう。
「道祖神が拓く安曇野の未来」をテーマに道祖神の可能性と安曇野の未来を考えます。

●会場　穂高交流学習センター・みらい多目的交流ホール
●日時　9 月 16 日（月）　
▷基調講演　午後１時～ 2 時 30 分 演題 ｢安曇野と道祖神信仰｣　講師 倉石忠彦さん（國學院大學名誉教授）
▷シンポジウム　午後 2 時 50 分～ 4 時 40 分

パネリスト（予定）　窪田雅之さん（松本市立博物館館長）巻山圭一さん（民俗学研究者）
丸山明男さん（丸山菓子舗代表取締役社長）宮崎崇徳さん（NPO 信州ふるさとづくり応援団 安曇野支部事
務局長）石田益雄さん（お祭り展実行委員会委員長）

●その他　入場無料、申し込みは不要です。直接会場へお越しください。

麦む
ぎ
わ
ら藁
で
作
る
虫
か
ご

先
日
、
国
重
文
曽
根
原
家
住
宅
で
、
博
物

館
講
座
「
昔
の
暮
ら
し
を
体
験
し
よ
う
！
」

が
開
催
さ
れ
、
麦
藁
を
使
っ
て
巻
貝
の
よ
う

な
形
に
編
む
虫
か
ご
作
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
虫
か
ご
は
、
麦
の
収
穫
を
手
刈
り
で

行
っ
て
い
た
昭
和
30
年
代
前
半
ま
で
全
国
各

地
で
作
ら
れ
て
お
り
、
中
信
地
方
で
は｢

ぎ

っ
ち
ょ
か
ご｣

と
呼
び
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。「
ぎ
っ
ち
ょ
」
と
は
、「
キ
リ
ギ
リ
ス
」

の
こ
と
。
か
ご
の
中
に
は
、
夏
に
は
蛍
を
、

秋
に
は
キ
リ
ギ
リ
ス
や
ス
ズ
ム
シ
な
ど
を
入

れ
季
節
情
緒
を
楽
し
ん
だ
と
の
こ
と
で
す
。

き
っ
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

か
ら
孫
へ
、
手
習
い
の
ひ
と
つ
と
し
て
伝
え

ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
昔
の
遊
び
に
ま
つ
わ
る
技
術
も

大
切
な
文
化
財
で
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化
　
そ
の
21

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

　虫かご

展示作品「明ける」

大西律子さん

　上原の道祖神祭り（穂高）

　田尻南木戸の御柱立て（堀金）

桐山建志さん


